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学位論文審査結果の要旨
本論文は､磁性細菌肱沈CZg"etomcrjc"”の脱窒系の開始酵素であるペリプラズム型硝酸塩還元酵素(Ｎａp）
の生化学的,性質と遺伝子塩基配列を解明するとともに、本酵素の発現制御機構および分子進化を考察するこ
とにより、磁気微粒子生合成機構と脱窒経路との関わりを明らかにし、さらに磁気微粒子生合成に関与する
新規蛋白質を同定した論文である。
肱沈(Zg"cmZZzcrjc""のＮａｐを精製し、本酵素が２種類のサブユニットで構成され、補欠分子族としてモ
リブデンコファクター、鉄硫黄クラスター、ヘムｃを持つ事を明らかにした。さらに、その遺伝子塩基配列
から、本酵素が〃(ZPFDAGHBCgeneclusterにコードされていること、転写因子ＦＮＲとNarL/Ｐにより発
現制御きれることを明らかにした。また、ＮａｐＡ,ＮａｐＢＮａｐＣアミノ酸配列による系統解析により、本細菌
の〃cZP遺伝子群はuproteobacteriaの〃⑰遺伝子群の水平伝搬によることを示唆した。一方、これまで同
定されていない磁気微粒子生合成に関与する蛋白質として２種類のＦｅ（、)-siderophoreレセプターを同
定し、本細菌が磁気微粒子生合成にためＦｅ（、）を積極的に取り込んでいることを示唆した。
以上、本研究により、磁性細菌肌沈cZgMomcjjc"”のマグネタイト合成に関して、多くのことを明らか
にし、それらの知見は当該分野の研究発展に大いに寄与するものと考えられる。従って、審査委員会は、本
論文が博士論文として妥当であると判断した。
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